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学校ＨＰ、Instagram等を活用して福翔高校のイ
ベントや部活動の近況等について、中学生・保
護者に継続的に発信する。

B

学期ごとに模試分析会を行い、生徒の学力を経年比
較していきながら学校全体で共有し、一貫した進路
指導に取り組んでいく。また、進路ガイダンスを定
期的に実施し生徒や保護者に向けて情報発信を行い
ながら生徒が主体的に進路と向き合い、意思決定が
できるようにサポートする。

生徒の進路実現につなげるために、スタディサ
プリなどのＩＣＴソフトを活用し、保護者や生
徒向けの情報発信を積極的に行う。

D

「総合的な探究の時間」におけるカリキュラム
マネジメントを行い、ＤＸ教育の基礎である理
数・データサイエンス・ＡＩの要素を導入して
充実を図る。

B

C

総合的な探究の時間については、昨年度の反省を踏まえてカリキュラム
マネジメントを実施し、探究活動において生徒がレーザー加工機や３D
プリンタを活用するなどDX教育の推進に努めた。デジタル機器の一層の
充実についてはDXハイスクールの予算を活用しVRゴーグルやデジタルサ
イネージシステムを導入し、活用できる環境を整えた。活用に向けては
東北・関東の学校に視察に行き教育のDX化について調査研究を行った。
今後は、DXを活用できる場面を創出し、情報共有を行うなどさらなる推
進を図る必要がある。

本年度導入したICT機器を活用する場面を作
り、積極的に活用できる場面を作っていく。ま
た、職員研修を充実させ、校務や授業において
AIやデジタル教材を活用し、学校全体でDXを推
進していく。探究活動においては２年間のDXハ
イスクールで得た知見を活かしながら現在の探
究学習のカリキュラムマネジメントを行ってい
く。

ＤＸハイスクール推進事業を活用し、デジタル
機器の一層の充実や先進校視察などを通じて授
業等におけるデジタル活用について調査・研究
を行う。

C

Ｃ

福翔高校の魅力をさまざまな手段を使って幅広くア
ピールされている様子がうかがえます。引き続き、継
続した取り組みが必要だと考えます。
福翔高校が取り組んでおられることは、生徒たちの将
来に役立つものが多いと感じています。さまざな発信
ツールを駆使して、１つ１つのことをこまめに発信さ
れれば、より中学生など多くの人に伝わると思います
ので、これからも継続して発信してください。
DX教育の推進のために、新たな機器を購入して、先進
的な取り組みを始め、探究活動に役立つことを期待し
ています。
Instagramなどで今後もどんどん発信していただければ
と思います。

体験入学については生徒がもっと福翔高校の授
業やSCP、部活動などを体験できるような活動
も取り入れていく。また広報については、
Instagramで「在校生の生の声」「学校生活の
Q&A」などもっと観る人を惹きつける投稿を行
う。HPのリニューアルや学校紹介の動画作成な
ど福翔の魅力発信に努めていく。

学校
改革

福翔高校の魅力を高め、様々な
取組について、積極的に外部に
広報していく。

中学校訪問や学校訪問、体験入学で福翔高校に
おけるＤＸ教育、キャリア教育、部活動等の取
組や実績について伝える。

C

C

C

中学校訪問50校、中学生高校体験受け入れ9校193人、出前授業9校訪
問、体験入学約1,500人受け入れて、本校の取り組みや実績を説明し
た。今年度の体験入学については、希望者全員受け入れられるように、
改善を行った。Instagramについては、リール動画を投稿することでよ
り多くの人に幅広く本校の魅力を発信することができた。引き続き、多
くの場面で本校の取り組みを発信できるよう、継続していく必要があ
る。

Ｃ

進路実績は、参観させていただいた授業にあらわれていると
思います。自ら努力する姿に繋がりそうです。
進路状況については、生徒の希望進路実現のために指導方法
の改善を適宜行うなど柔軟に取り組まれていることで、すば
らしい結果が出ていると思います。
全国的に年内入試の受験者が増えている中、対策を講じてい
くことは大変だと思いますが、引き続き、効果的・効率的に
指導を続けていくことを期待します。
保護者の立場から、三者面談等では丁寧に対応いただいてい
ますが、大学入試が年々変わるため、情報がもう少し欲しい
所もあります。PTAの研修係でも大学から来ていただいて、
保護者対象の説明会を実施しましたが、今後も続けていこう
と思います。

進路
指導

ＤＸハイスクールの取組を発展
させ、探究的学びの充実などさ
まざまな場面で活用できるよう
にする。

次年度においては課外・補習の計画を例年
踏襲ではなく模試の結果を踏まえて計画的
に実施し、生徒の進路実現等に向けて必要
な学力を身に着けさせる。また、年内入試
に向けてAI等のICT教材を活用しながら小
論文、面接の指導を行い業務の改善を図っ
ていく。

年内入試の増加に伴い、小論文や面接に対応で
きる力を身につけるためにガイダンスを継続的
に実施する。

C

生徒・教師・保護者に向けた進路
情報を提供する。

職員研修やＩＣＴを活用して最新の入試動向を
意識した進路指導を実施する。 C

C

職員研修や生徒向けの進路ガイダンスにおいて、Googleクラス
ルーム等を活用して、当初の計画通り大学入試動向の発信を行う
ことができた。保護者向けの発信については、「スクリレ」等を
活用して、効率的に発信することができた。引き続き、積極的な
情報発信に努めていく必要がある。

いじめ防止の取組においては、早期発見・早期
対応が行えている点を継続・強化していくとと
もに、他者の立場や思いを理解し、互いを尊重
する態度や人間関係を築く力の育成に重点的に
取り組む。今後も、生徒一人一人の変化を丁寧
に見取りながら、学校全体で組織的に指導を行
い、安心・安全で誰もが認め合える学校づくり
を推進していく。

生徒たちがより良い人間関係を構築できるよ
う、いじめ防止・人権意識の向上などの取り組
みを生徒会専門委員会と協力して実施する。

C

生徒一人一人の進路保障を目指
し、適切な指導・助言を行う。

生徒の希望進路実現ができる学力や技能を身に
つけさせるために、生徒の進路希望調査や模試
結果など多様な資料を活用しながら課外や補習
を計画する。

B

C

C

生徒の希望進路実現に向け、計画通り課外・補習を実施できた。
模試の分析については例年の流れを見直し、高校入試の結果を項
目に加えて総括し職員研修やクラスルームなどを通じて職員と共
有した。年内入試対策については計画通り実施したが、昨年より
も年内入試出願者が増えた関係もあり、学校全体で指導方法の見
直しを図った。次年度からは指導にICT教材を加えるなど指導の
見直しを図りながら改善を行っていく必要がある。

Ｃ

生徒指導における規範意識については、今後、ＳＮＳの問題もあ
るため、関係機関との連携が重要であると思われる。
学校で学ぶ生徒たちの規律、礼儀が素晴らしいと感じました。
規範意識と同時に、自らの命を守る行動として、定着されること
を願います。
安全意識やルール遵守の意識づけについては、社会にでると個人
任せになるところが多いと思いますので、高校生の段階でしっか
り指導されている点は評価できると思います。今後も継続した指
導をぜひお願いしたい。
福翔高校に来た時は、福翔生はいつもあいさつをしっかりしてく
れますが、これも先生方の指導のおかげだと思います。生徒全員
に定着させることは難しいと思いますが、よろしくお願いしま
す。
生徒たちはへのきめ細かな見守りの姿勢がうかがえます。生徒間
のコミュニケーション不足により、さまざまな問題が生じるかと
思いますので、生徒間で解決できる力が育成できれば良いので
しょうけど、実際は難しいのだろうと感じます。いじめが生じて
も早期に対応されている点は、素晴らしいと思います。

今後は規範を守る意義を生徒自身が考え、主体的に
行動できる力の育成を重視する。そのために生徒会
活動や学級活動を通して、話合いや啓発の機会を設
け、自主性を高める指導を進める。
挨拶や整理整頓などの基本的な生活習慣については
課題が残っているため、全教職員が共通理解のも
と、日常的かつ継続的な指導を行い、行動の定着を
図る。

授業規律・施設使用規定・挨拶など社会生活で
必要な生活習慣をより良い方向に育成できるよ
う、生徒集会を定期的に行う。

C

より良い人間関係を構築できる
道徳心を育成する。

学級や部活動において自己肯定感が向上するよ
うな集団作りを推進することができるよう、生
徒だけでなく職員用クラスルーム等に啓発文な
どを定期的に配信する。

B

C

生徒との関わりについては意識的に教職員へ呼びかけを行った。今後更
に課題を明確にしつつ目標を持って教職員が同じ気持ちで集団作りにあ
たっていく。いじめ防止の取組においては、教職員のアンテナが高ま
り、早期発見・早期対応が行えている点は成果である。日常的な見守り
体制も機能している。一方で、生徒間のコミュニケーション不足が多く
見られることから、人間関係の構築力や他者を尊重する態度の育成に課
題がある。今後は、生徒会活動や学級活動等を通して、互いを認め合
い、より良い人間関係を築く力の育成を一層進めていく必要がある。

特別な支援が必要な生徒の学びを保障するため
には、遠隔授業の運用体制を整備するととも
に、教職員のICT活用能力の向上と学習評価に
関する理解も必要である。これらの改革を推進
していくために、教員間の共通理解を図る取り
組みが重要な柱であることと位置づけ、生徒の
学びの保障に対する校内体制がうまく機能する
ように取り組んでいく。

特別な支援が必要な生徒の学びを保障するため
に、初期段階から支援が必要な生徒への運用や
学習評価の共通理解など校内運用体制を確立す
る。

C

生徒
指導

生徒の規範意識の向上を図る。 学校全体で生徒の規範意識の向上を図るため
に、ヘルメット着用・登下校・駐輪・交通ルー
ル順守に対する指導を生徒会専門委員会が主体
的に行えるよう定期的に支援する。

C

C

C

規範意識の向上については、校内ルールの徹底や日常的な指導の積み重
ねにより、多くの生徒に一定の定着が見られた。特に、安全意識やルー
ル遵守に対する理解は向上している。今後は、生徒会を中心とした啓発
活動を更に充実させてい行く必要がある。生徒育成の面では、一部に規
則違反が見られることから、規範を守る意義を自ら考え、主体的に行動
できる力の育成が今後の課題である。また、挨拶などの生活習慣につい
ては十分に定着しているとは言えず、全教職員による継続的な指導と意
識づけが必要である。

教育
課程
・
学習
指導

特色化選抜を見直し、一層の学校
の魅力化と活性化を図る。

特別な支援が必要な生徒へ適切
な対応ができるよう校内運用体制
の整備を進めていく。

私立高校の授業料無償化や他校の入試選抜状況を調査・分析し、
特色化選抜における内定基準の見直しを行った。特色化選抜実技
試験においては、「紙芝居プレゼンテーション」を導入するなど
の改善を図った。令和９年度の新教育課程導入に向けて、引き続
き、国の動向や先進校の状況を調査・分析し、改善を図っていく
必要がある。特色化選抜で入学した生徒を対象に部活動生集会を
実施し、目標の共有を図り、主体的な活動につなげることができ
た。今後も定期的に実施し、学習・部活動の両立を実践するリー
ダーを育成していく必要がある。 Ｃ

遠隔授業に向けてのケース会議等取り組み、個に対応されて
ているということは素晴らしいと思います。
特色化選抜の試験の在り方や入学後の指導、活躍の場を確立
されていることを感じます。
福翔高校に入学したい生徒も多く、人気があります。私立高
校の授業料無償化により、公立高校の危機感を感じますが、
特色を出して地域に愛される学校でいてください。
高校入試の改善や教育課程の改善などいろいろと対策を図っ
ていくと同時に、さらなる魅力向上のための取り組みが必要
だと思いました。
リーダー育成のためには、部活動生の目標の共有化は大事だ
と思います。部活動生を軸に、学校全体に広がっていくこと
を期待します。
生徒の学びの継続のための取り組みではあるが、全日制であ
りながら遠隔授業の対応が必要とのことで、今後、校内体制
がうまく機能していけばいいと思います。

特色化選抜のさらなる充実を図るために、令和
８年度の入試を分析し、入試方法の改善を継続
していく。担任や各分掌が連携し、入学後の系
統的な指導体制の強化を進める。特色化選抜入
学者が学校のリーダーとして活躍できるよう、
学習と部活動の両立を支援していく。
令和９年度の新教育課程導入を見据え、先進校
の動向を踏まえながら教育課程の改善を進めて
いく。

特色化選抜入学者の個性・特性を伸ばし、キャ
リア形成につなげていけるよう系統的かつ継続
的な指導体制を確立させる。

C

特別な支援が必要な生徒への対応について、共
通理解を図り、遠隔授業（リモート）に対応で
きるスキルの向上を行う。

C

C

遠隔授業については、市立４校で協議会を実施し情報共有を行
い、令和８年度からの運用開始に向けた最終調整段階にある。支
援が必要な生徒の遠隔授業でのサポートの在り方を検討する会議
も校内で実施できた。医療機関からの助言や保護者と密に連携す
ることで、学びを継続できる体制を整えた。今後は、ICT研修や
学習評価の共通理解など、さらなる校内体制の確立を図っていく
必要がある。

特色化選抜について、これまでの結果を検証
し、よりよい選抜方法となるようにさらなる検
討を行う。 B

C

C

昨年度の成果と課題
【成果】ホームページのリニューアルにより、発信内容がわかりやすく興味をひくものになっている。さらなる内容の充実が期待される。
【課題】高校入試の特色化選抜において、入試の方法や内容について検討が必要であると同時に、入学後の追跡調査などを行い、指導の改善に努める。

評価
項目

目標及び具体的な方策等
学校自己評価 取組状況・成果・課題

学　校
関係者
評　価

学校関係者評価委員会からの
意見等 今後に向けての方針・改善点
目標

学校長

【目指す学校像】
　来てよかった　働けてよかったと思える学校
【目指す生徒像】
　学習活動や部活動などの様々な体験活動を通して、
変化の激しい新しい時代をしなやかに生きていくこと
ができる生徒
【目指す職員室像】
　「話しやすさ」「助け合い」「認め合い」「チャレ
ンジしやすさ」を福翔スタンダードとし、心理的安全
性が確保された職員室
【教育目標】
〇自己理解を深め、将来の目標を定め、個性の伸長と
目標実現に向けて主体的に活動できる生徒の育成
〇課題を見つけ、自ら考え、他者と協働して課題解決
に取り組むことができる生徒の育成
〇生涯にわたって豊かに生きるために学びを深め続け
ていくことができる生徒の育成

〇創立１２５周年の歴史を踏まえ、新しい学校づくりに向けて自覚と責任を持ち、一層の学校活
性化を図る。
〇生徒一人ひとりの希望に合わせた進路実現のため、系統的な指導方法を確立する。
〇「産業社会と人間」の時間を活用しキャリア教育を推進するとともに、「総合的な探究の時
間」を活用し、課題を発見し解決することができる課題解決力を育成する。
〇部活動や学校行事などに主体的に参加し、自分の役割を見つけ、仲間と協働できる人材を育成
する。
〇いじめや不適切な指導のない安全で安心な学校づくりを推進する。
〇教育相談を核とした生徒相談活動の充実とSCやSSWとの連携による支援体制の充実を図る。
〇一人ひとりを大切にすることができる人権感覚を育成する。
〇不祥事防止や働き方改革に向けて風通しの良い職場環境づくりを推進する。

C C

校長本校在校年数

学校関係者
評価委員会
委　員　長

様式１

令和７年度　学校評価報告書１　　（　　計画段階　　・　　実施段階　　）

学校名 学校経営方針・学校教育方針 今年度の重点目標 評価（総合）

いずれかを○で囲む


